
供
養
を
行
な
っ
た
人
物

（僧
か
）
に
該
当
し
よ
う
。
い
は
下
端
を
欠
く
中
型
品
。

梵
字

一
字
の
み
が
確
認
で
き
た
が
判
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

島
根
県
教
育
委
員
会

『山
持
遺
跡
Ⅱ

・
Ⅲ
区
』
（国
道
四
三
一
号
道
路
改
築
事

業

（東
林
木
バ
イ
パ
ス
）
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅳ
、
二
〇
〇
七
年
）

（池
淵
俊
一
・
平
石
　
充
）

①

一

(4)部分

島根
・耐
盤
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐５４

所
在
地
　
　
　
島
根
県
出
雲
市
西
林
木
町

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
六
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
二
月
―

一

二
月

発
掘
機
関
　
　
島
根
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
原
田
敏
照

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡
ほ
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
持
遺
跡
は
、
出
雲
平
野
の
北
辺
、
北
山
山
系
の
南
裾
に
位
置
し
、
北
山
か

ら
南
に
流
れ
て
い
た
伊
努
谷
川

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
小
扇
状
地

及
び
そ
の
縁
辺
部
に
位
置
す
る
、

弥
生
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か

け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
国

道
四
三

一
号
線
改
築
事
業
に
伴

い
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
発
掘
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
度
調
査
で
検
出
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し
た
主
な
遺
構
と
し
て
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
土
器
溜
ま
り
、
奈
良

・
平
安
時

代
の
道
路
状
遺
構
な
ど
が
あ
る
。
道
路
状
遺
構
は
旧
河
道
の
沼
状
の
窪
み
を
渡

る
よ
う
土
橋
状
に
造
ら
れ
、
人
頭
大
の
礫
を
路
盤
に
大
量
に
使
用
し
た
構
造
で

あ
る
。
築
造
工
程
の
第

一
段
階
と
し
て
杭
列
と
横
木
を
絡
ま
せ
、
し
が
ら
み
状

に
し
て
い
る
状
況
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
道
路
状
遺
構
の
周
辺
か
ら
四
点
が
出
土
し
た
。
①
は
道
路
築
造
後

の
道
路
法
面
に
張
り
付
く
よ
う
に
出
土
し
た
。
②
Ｏ
は
旧
河
道
の
堆
積
層
及
び

道
路
の
盛
土
中
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
道
路
築
造
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
い
は

道
路
の
築
造
後
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
い
に
は
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
他
に

も
文
字
の
な
い
板
絵
が
三
点
出
土
し
て
い
る
。

板
絵
は
旧
河
道
の
堆
積
層
か
ら
出
土
し
、
道
路
築
造
後
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。　
百
▼
板
絵

《
鶴
じ
×
協
×
ｏ

儲
じ

は
、
ス
ギ
の
板
目
材
で
、
上
下

両
端
が
折
損
す
る
。
墨
画
は
人
物
の
腰
の
周
辺
部
が
確
認
さ
れ
、
身
体
の
上
下

を
装
う
衣
服
と
帯
の
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
三
号
板
絵

念
馬
９
×
８
×
冨

Ξ
９

は
、
ス
ギ
の
板
目
材
で
、
墨
画
は
人
物
の
頭
部
と
身
に
纏

っ
た
抱
の
盤

領
の
部
分
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
四
号
板
絵

（（占
じ
×
Ｓ
×
『

冨
つ

は
、
ス
ギ
の
板
目
材
で
、
他
の
板
絵
と
異
な
り
二
つ
折
り
の
状
況
で
出
土
し
て

い
る
。
墨
画
は
き
を
結

っ
た
女
性
の
全
身
像
で
あ
る
が
、
④
と
は
異
な
る
衣
装

を
纏
つ
た
も
の
で
、
さ
ら
に
、
頭
部
の
背
後
に
は
頭
光
が
描
か
れ
て
い
る
。
仏

画
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
女
性
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
仏
画
で
あ
れ
ば
、
吉
祥

天
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
墨
書
土
器

「国
益
」
「益
」
「西

2007年出上の木簡

8家

な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

木
簡
の
釈
文

・
内
容

硼
　
。
「部
領
倉
長
殿

倉
兄
常
吉

□

名
□

馬
道

マ
殿

福
九
　
□
又
丸

男
丸

定 九 吉 安
吉  野 □〔

丸
力
〕

倉
益
倉
長
宇
丸
倉
長

門
丸
□

□
口
□
□

□
　
　
　
　
　
　
　
口

□
常
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞こ

溢
深
Φ
ｏ３

②

　

「神
戸
額
田
部
□
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（解卜∞支
埓
Ｋ

ｏぢ

倒

　

「伊
努
郷
若
倭
部
□
口
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐｏ授
誤
差

ｏ留

④

★

人

物

像

）

□
□
　
　
□
□
長
久
　
」

。
「
　
　
　
　
二
下
□
□
　
　
同
川
□

　
　
　
」０
い
い
×
∞
的
×
μ
ヽ
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

ω
は
上
端
を
切
り
折
り
調
整
に
よ
り
方
頭
状
に
し
、
下
端
は
欠
損
す
る
た
め

不
明
で
あ
る
。
ス
ギ
の
板
目
材
。
裏
面
は
風
化
が
著
し
い
。
歴
名
風
の
木
簡
で

あ
り
、
「部
領
倉
長
殿
」
と

「馬
道

マ
殿
」
の
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
る
人
名
が
上
下

三
段
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
記
さ
れ
る
。
「倉
長
」
は
他
に
見
え
な
い
が
、
倉
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の
管
理
に
関
係
す
る
役
職
名
と
思
わ
れ
る
。
何
ら
か
の
労
務
管
理
に
関
わ
る
木

簡
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
上
端
が
不
明
瞭
で
あ
る
が
切
り
折
り
調
整
に
よ
り
方
頭
状
に
し
、
下
端

は
欠
損
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
ヒ
ノ
キ
亜
科
の
板
目
材
を
加
工
し
た
も
の
で
あ

り
、
表
裏
両
面
と
も
に
明
瞭
な
調
整
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。
地
名
と
人
名
が
記

さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
上
端
を
削
り
調
整
に
よ
り
方
頭
状
に

加
工
し
、
下
端
は
付
札
状
に
尖
る
。
下
端
部
の
文
字
が
書
か
れ
た
後
に
二
次
的

に
付
札
状
に
加
工
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ノ
キ
亜
科
の
板
目
材
を
加
工

し
た
も
の
で
あ
り
、
表
面
は
削
り
調
整
、
裏
面
は
上
部
に
削
り
調
整
が
見
ら
れ

る
。
②
の

「神
戸
」
と
０
の

「伊
努
郷
」
は
、
遺
跡
が
所
在
す
る
出
雲
郡
内
の

郷
名
で
あ
る
。
遺
跡
は
古
代
の
伊
努
郷
に
所
在
し
、
神
戸
郷
は
そ
の
東
側
の
郷

名
で
あ
る
。

④
は
ス
ギ
の
板
目
材
で
、
表
裏
両
面
と
も
削
り
に
よ
る
調
整
が
認
め
ら
れ
る
。

墨
画
は
髯
を
結
い
抱
を
身
に
纏
つ
た
女
性
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
女

性
像
の
右
腰
あ
た
り
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
は
中
程
の
左
右
両
辺
付
近
が

薄
く
削
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分
に
表
面
と
は
天
地
逆
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い

ＺＯ
。な

お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
東
京
大
学
の
佐
藤
信
氏
、
奈
良
大
学

の
東
野
治
之
氏
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（原
田
敏
照
）
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